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平成 23 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ  

 

平成 22年 5月 14日に公表いたしました平成 23年 3月期第 2四半期累計期間の業績予想値と本日公表の実績値に差

異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 5月 14 日に公表いたしました平成 23 年 3月期通期業績予想数値を下記

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想値と実績値との差異について 

平成 23 年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値との差異 

（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日）                                     

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

15，000 

百万円 

350 

百万円 

250 

百万円 

50 

円 銭 

1.26 

実績値（Ｂ） 15，844 956 936 364 9.17 

増減額（Ｂ－Ａ） 844 606 686 314 ― 

増減率（％） 5.6 173.2 274.6 628.5 ― 

(参考)前期第 2四半期実績 

(平成 22 年 3月期第 2 四半期)
17，327 332 317 △75 △1.90 

 

（参考）平成 23 年 3月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値との差異 

（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日）                                     

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,100 

百万円 

200 

百万円 

150 

百万円 

100 

円 銭 

2.49 

実績値（Ｂ） 1,134 391 343 340 8.50 

増減額（Ｂ－Ａ） 34 191 193 240 ― 

増減率（％） 3.1 95.5 128.9 240.9 ― 

前期第 2 四半期実績 

(平成 22 年 3月期第 2 四半期)
988 180 107 48 1.21 

※簡便な会計処理により確定した数値ではありません。 
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２．業績予想の修正について 

平成 23 年 3月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日）     

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

31,500 

百万円 

700 

百万円 

600 

百万円 

100 

円 銭 

2.51 

今回発表予想（Ｂ） 31,500 1,300 1,300 650 16.37 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 600 700 550 ― 

増減率（％） ― 85.7 116.7 550.0 ― 

（参考）前期実績 

（平成 22 年 3月期） 
34,243 532 492 △293 △7.38 

 

（参考）平成 23 年 3月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,300 

百万円 

650 

百万円 

500 

百万円 

150 

円 銭 

3.73 

今回発表予想（Ｂ） 2,300 650 500 600 14.96 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 450 ― 

増減率（％） ― ― ― 300.0 ― 

前期実績 

（平成 22 年 3月期） 2,189 631 281 △1,096 △27.29 

 

 

３.差異及び修正の理由 

 第 2 四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、和装事業が再建の方向に向かい、洋装事業やその他の各

事業部門も主として益率の改善、経費節減効果が寄与し、売上高はほぼ前回予想通りとなりましたが、利益面につき

ましては前回予想を上回る結果となりました。 
 通期連結業績予想につきましては、厳しい事業環境が続くものと思われますが、第 2 四半期までの業績の状況を踏

まえ、営業利益、経常利益、当期純利益は前回予想を上回る見通しです。 
 
 
※上記の業績予想につきましては、本資料の発表時において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

 
以 上 
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